
市長定例会見

令和７年１月17日（金曜日）

１　こどもおしごとチャレンジ　連続講座「FUN プログラミング」の開催について
２　青少年育成三原市民運動推進大会の開催について

三原市



こどもおしごとチャレンジ 
連続講座「FUN プログラミング」の開催について
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１ こどもおしごとチャレンジの取組

名称 概要

１
こどもおしごとチャレンジ講座
「FUNチャレンジ」の開催
  予算額：10,000千円

・R6年度は、7/14(日)から開催中
・毎週土・日曜日を基本に、仕事体験講座や職場体験を実施
・市内外の各種企業・事業者等と連携
・これまでに、48職種の体験に、延べ約1,300人の小学生が
　参加（12月末時点）
・１/18(土)から連続講座「FUN プログラミング」を開催

２
こどもおしごと映像等の
制作・発信
   予算額：2,000千円

・仕事体験講座のようすや、仕事や企業を紹介する子ども向けの映像
　を制作
・制作した映像は、児童館「ラフラフ」隣接の映像コーナーやYouTube
　「FUNチャンネル」で発信中

３
こどもおしごと体験イベント
「FUNフェスティバル2024」の開催
　 予算額：2,500千円

・R6.11/17(日)に、ペアシティ三原西館で開催
・金融、食品、マスコミなど、12の企業・団体が出展
・さまざまな企業の取組などから、仕事や社会について学ぶイベントとして
　実施
・小学生・保護者あわせて、400人が参加
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２ 連続講座「FUN プログラミング」の概要・目的①

3

〇小学生がプロの知識や技術を楽しく
　 学んで実践する体験型プログラム
　の３回連続講座

〇テーマは、「地域の困りごとを
  ロボットで解決しよう！」

〇子どもたちは、地域のお店や施設に　
　 困りごとをヒアリングし、モバイル型
　ロボット「ロボホン」にプログ
  ラミングして解決に取り組みます



２ 連続講座「FUN プログラミング」の概要・目的②

4

お店などの困りごとの発見、解決のためのロボホン
へのプログラミング、お店などへの設置・導入など、
一連の仕事の体験・実践を通じて、創造性や

将来の職業観を育みます



３ 子どもたちの体験内容（役割）
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〇お店や施設に行き、困りごとをヒアリング。ヒアリングした内容を
　 プログラマーチームに伝え、ロボホンの開発を依頼（第1回）

〇プログラミングが終わったロボホンの動作確認と紹介POPなどを
　 作成（第2回）

〇ロボホンをお店などに設置し、取組の成果を披露（第3回）

セールスエンジニア

プログラマー
〇プログラミングの基本や仕組みを学習（第1回）

〇お店などの困りごとを解決するため、ロボホンにプログラミングを
　 実施（第2回）

〇セールスエンジニアチームと一緒に、ロボホンをお店などに設置し、　
　 取組の成果を披露（第3回）

講師：まちづくり三原　泉　太貴 さん

講師：㈱エムセック　小畠　祐輝 さん



開催日時
など

開催場所 　ペアシティ三原西館 会議室、協力店舗・施設（ゑびす家、三原ステーションホテル、三原観光協会）

対象 　小学4～6年生（※原則、3回の講座すべてに参加）

申込人数 　17人（セールスエンジニアチーム5人、プログラマーチーム12人）

４ 開催日時など
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日時 対象 主な内容

第1回　 1月18日(土)　 9時～12時 全員
・プログラマーのおしごとについて学ぼう
・お店などを訪問して、困りごとを聞こう（セールスチーム）

・パソコンを操作して、プログラミングについて学ぼう
（プログラマーチーム）

第2回
2月16日(日) 13時～16時 プログラマー

チーム ・ロボホンに困りごとを解決するプログラミングをしよう

2月22日(土) 10時～12時 セールスエン
ジニアチーム

・プログラミングされたロボホンの動作を確認しよう
・お店などへの説明資料や紹介POPを作成しよう

第3回 3月22日(土)   9時～12時 全員 ・ロボホンをお店などに設置し、取組の成果を披露
　しよう

◀講座専用サイト
ＱＲコード

※敬称略



５ 今年度に実施した体験講座①

7

48職種の体験を提供（今年度末までに70職種を予定）
　　

　　　延べ約1,300人の小学生が参加（実参加人数480人）（R6.12月末時点）

　　　　音楽家　　　　　　　　　　　    　 　　美容師　　　　　　　　　　      　　　　ネイリスト　　　　　　　　　　　 　　　　海上保安庁職員　

　　　　　市長　　　　　　　　　　　　　　　 　レンコン農家 　　　　　　　　　　　　    　郵便局員　　　　　　　　　　　 　　　　　 　ライター



５ 今年度に実施した体験講座②
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低学年向けの講座にも、多くの子どもたちが参加
　

　さまざまな企業と連携

　ペイントアーティスト　　　　　　　　　    　 　助産師　　　　　　　　　　      　　　　ヘアスタイリスト　　　　　　　　　　　　 　　カフェ店員

　　　　ミキハウス　　　　　　　　　　　　　　　三菱重工業㈱　　　　　　　　　　    　　全日本空輸㈱　　　　　　　　　　　　フレスタホールディングス
（ファッションアドバイザー）　　　　　　　　（電車製造業）　　　　　　　　　　　　　（空港スタッフ）　　　　　　　　　　　　　（すし職人）

※企業名敬称略



６ 今後の講座（予定）
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１月
１８日（土）  連続講座「FUN プログラミング」（第1回）
１９日（日）　パティシエ、警察官
２５日（土）　テレビ番組制作スタッフ
２６日（日）　アパレルショップスタッフ、
　　　　　　　　　　歯科医師・歯科技工士・歯科衛生士

２月
　 ２日（日）　薬剤師
１１日（火・祝）ギフトコーディネーター・カメラマン
１５日（土）　駅員
１６日（日）・２２日（土） 連続講座「FUN プログラミング」（第２回）
２３日（日）　獣医師

３月

   ２日（日）　メイクアップアーティスト、栄養士
　 ８日（土）　医師、造園業、
　　　　　　　　　　仕事体験テーマパーク「カンドゥー」イベント（第3回）
１５日（土）　ナレーター
２０日（木・祝）スーパー店員
２２日（土）　連続講座「FUN プログラミング」（第３回）
２６日（水）　機械製造業
２７日（木）　図書館司書

　　　　　   ▲医師
　　　　 　（R5年度）

　　　　　 ▲栄養士
　　　　　（R5年度）



 三原市は
 子どもたちの夢や学びを
 応援します　　
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　青少年育成三原
　　　　　市民運動推進大会の開催について

～みんなで支える 三原の子どもたち～

２月15日
令和７年

土 13:30～16:00

三原リージョンプラザ　文化ホール

主催：青少年育成三原市民会議

入場
無料

▲広島県の青少年のマスコット
　「ゆっぴー」

(受付13:00～)

申込不要・定員４００名

1



　青少年育成三原市民会議とは

親子ふれあい促進事業

目的

青少年の健全育成の重要性を認識し、広く市民の総
意を結集して、市の施策や青少年関係団体・機関と
の連携を図りながら、次世代を担う青少年の健やかな
成長を支援する。

構成団体

主な活動

・三原地区保護司会
・三原地区更生保護女性会
・三原市女性会連合会
・三原市民生委員児童委員連合協議会
・三原市PTA連合会
・西野地区青少年健全育成協議会
・青少年育成三原市民会議糸崎地区協議会
・青少年育成三原市民会議本郷支部
・幸崎町青少年育成部会

啓発事業地域活動促進事業

「糸崎地区のとんど祭り」
「ファミリー版画教室」

「令和５年度推進大会」

2



　青少年育成三原市民運動推進大会　プログラム

13:35～　  青少年育成三原市民会議表彰
　

13:45～　　【活動報告】三原市少年少女海外研修交流事業
　　　　　　　　

14:10～　　【講演】　講師　安部　友裕さん
　　　　　　　　　　　『プロ野球から学んだ自分らしく生きる方法』
　　　　　　　　　

15:20～　　【アトラクション】　三原和太鼓教室～空組～
　　　　　　　　　　　曲目　「烈火」「一心」「和っか」
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　青少年育成三原市民運動推進大会　【表彰】　

青少年育成三原市民会議表彰

  優れた行為のあった青少年及び、地域において自主活
動を積極的に続けている青少年団体・グループ、企業並
びに青少健全育成に顕著な功績のあった方を表彰し、
青少年健全育成の促進を図ることを目的としています。

 
  　

▲昨年の表彰の様子

　１．青少年表彰
　　優れた行為のあった青少年
　
　２．青少年育成功労者等表彰
　　青少年育成に功績のあった者、団体及び企業

　３．模範活動団体表彰
　　優れた活動によって他の模範となっている団体

　４．優良自主規制団体表彰
　　青少年をめぐる社会環境を整備するため、
　　自主規制活動を行い、成果をあげているもの

表彰の区分と内容
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　青少年育成三原市民運動推進大会　【活動報告】

三原市少年少女海外研修・交流事業

・平成８年から続く歴史ある国際交流事業

・海外の文化や生活・習慣などに直接触れ、
国際感覚を身に付けることを目的に実施

・三原市とシンガポールの中学生各14名が相互
訪問し学校体験やホームステイで交流

・シンガポールでは建国記念行事に参加

・三原市では農業体験やそば打ちを体験
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　青少年育成三原市民運動推進大会　【講演】

～講師プロフィール～
1989年6月24日生35歳、福岡県北九州市出身。
福岡工大城東高から、2007年高校生ドラフト1巡目で広島東洋
カープ入団。
2017年にリーグ4位の打率3割1分をマークするなど、2016年～
2018年のリーグ3連覇に貢献。
2022年に現役を引退し、現在は株式会社HAKI pro を設立し、
健康支援サービス事業、組織開発事業、AIコンサル&SNSマーケ
ティング事業メインに事業を展開。
またTVのコメンテーターなども務める。

株式会社HAKI pro代表取締役
元広島東洋カープ選手

安部　友裕さん

【講演タイトル】

「プロ野球から学んだ自分らしく生きる方法」
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講　師

あべ　　　　ともひろ



　青少年育成三原市民運動推進大会　【アトラクション】

三原和太鼓教室～空組～

・平成30年結成

・三原市を中心に、年長児～大人の方が所属

・令和6年のけんみん文化祭ひろしま’24において和太

鼓部門・小中学生の部の最優秀団体に選出

・今大会では、「烈火」「一心」「和っか」の３曲を披露
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れっか いっしん わ



　青少年育成三原市民運動推進大会

ぜひ会場へ
お越しください！
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